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新医学系指針対応「情報公開文書」改訂フォーム      複数施設研究用 

 

乳房手術省略の臨床試験対象者における乳房内再発ハイリスク群の同定 

１．研究の対象 

 

以下のすべてを満たす場合 

・乳癌診断時、20 歳以上の方 

・当院にて 2017 年以前に根治を目指して乳腺の部分切除および腋窩の手術を受けている方 

・術後少なくとも乳房に放射線治療を受けている 

・化学療法前の組織診でトリプルネガティブまたは HER2 陽性と診断されている方 

・根治術での切除標本で ypT0（浸潤癌および非浸潤癌いずれの遺残も乳房の切除標本内に

認めない）と診断されている方 

 

２．研究目的・方法 

 

トリプルネガティブおよび HER2 陽性乳癌患者に対して術前化学療法後に乳房温存療法をお

こない ypT0（（浸潤癌および非浸潤癌いずれの遺残も乳房の切除標本内に認めない）とな

った症例における乳房内再発率を多施設より集計し、乳房内再発の高リスク群・低リスク

群の選別をおこなうことを目的としています。 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

 

情報：病歴、治療歴、検査データ 等 

 

４．外部への試料・情報の提供 

 

データセンターへのデータの提供は、特定の関係者以外がアクセスできない状態で行いま

す。対応表は、当センターの研究責任者が保管・管理します。 

 

５．研究組織 

 

大阪国際がんセンター 乳腺・内分泌外科 石飛 真人 

昭和大学病院 乳腺外科 桑山 隆志 

聖マリアンナ医科大学病院 乳腺・内分泌外科 小島 康幸 

聖路加国際病院 乳腺外科 林 直輝 

三重大学病院 乳腺外科 小川 朋子 
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６．お問い合わせ先 

 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代

理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申

出ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

    大阪国際がんセンター 乳腺・内分泌外科 石飛真人 

    住所：〒５４１－８５６７ 大阪市中央区大手前３－１－６９ 

    電話：06-6945-1181 

 

研究責任者： 

大阪国際がんセンター 乳腺・内分泌外科 石飛真人 

研究代表者： 

大阪国際がんセンター 乳腺・内分泌外科 石飛真人 

 

 

-------------------------------------------------------------------以上 

 


